
　
　
　
　
　
　
　

特
集
号

　　

『

世
界
の
電
力
政
策
と
火
力
発
電
技
術
の
動
向
』

　
　
　
　

 

一
般
社
団
法
人 

火
力
原
子
力
発
電
技
術
協
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

専
務
理
事　

船
橋　

信
之

　
　
　
　
　

１ 

世
界
の
電
力
政
策
と
火
力

　　
　
　
　
　

２ 

日
本
の
電
源
選
択
の
課
題

　　
　
　
　
　

３ 

ポ
ス
ト
福
島
の
火
力
技
術

　
　
　
　
　

４ 

機
動
性
向
上
と
経
年
設
備
の
運
用

　　
　
　
　
　

５ 

今
後
の
電
力
政
策
へ
の
提
言

平
成
24
年
（
2012
）
５
月
７
日
（
月
曜
日
）
第
６
７
８
８
号

　
　
　
　
　



第６７８８号平成２４年５月７日（月） 電 力 時 事 通 信 第三種郵便物認可

転載・複製禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 2－

　

１　

世
界
の
電
力
政
策
と
火
力

　

現
在
、
世
界
各
国
の
電
力
政
策
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
３
Ｅ

と
言
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
環
境
性
と
経
済
性
で
あ

る
。
３
Ｅ
の
中
で
は
、
温
暖
化
対
策
の
環
境
性
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
電
源
構
成
を
見
て
み
る
と
各
国

が
確
実
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
し
、
む
し
ろ
最
優
先
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
（
図
１
）
。

　

Ｅ
Ｕ
で
は
20
年
ま
で
に
、
①
温
室
効
果
ガ
ス
20
％
削
減
、
②
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
割
合
20
％
達
成
、
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
20
％
改
善

―
を
目
指
す
「
20
／
20
／
20
戦
略
」

を
展
開
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
各
国

の
電
源
構
成
を
見
る
と
資
源
を
持

た
な
い
フ
ラ
ン
ス
は
国
策
と
し
て

原
子
力
を
推
進
し
、
ド
イ
ツ
や
イ

ギ
リ
ス
な
ど
は
自
国
で
生
産
す
る

石
炭
や
天
然
ガ
ス
な
ど
化
石
燃
料

中
心
の
電
源
構
成
と
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
以
外
の
国
を
見
て
も
、
自

国
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
国

は
自
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
中

心
と
し
た
電
源
構
成
を
構
築
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
持
た
な
い
国

は
原
子
力
を
含
む
多
様
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
な

ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
確
実
に
し
た
上
で
経
済
性
や
環

境
性
の
追
求
を
図
っ
て
い
る
。

図１　主要国の電源別電力量の構成
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福
島
第
一
原
子
力
事
故
後
、
各
国
の
電
力
政
策
が
ど
う
変
化
す
る

か
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
政
策
を
転
換
し
た
国
は
少

な
い
。
脱
原
子
力
へ
転
換
し
た
ド
イ
ツ
は
長
い
年
月
を
か
け
て
原
子

力
へ
の
対
応
を
議
論
し
て
き
て
お
り
、
過
去
に
は
脱
原
子
力
を
決
定

し
な
が
ら
も
供
給
力
確
保
の
た
め
原
子
力
廃
止
を
遅
ら
せ
て
い
た
。

今
回
の
脱
原
子
力
政
策
で
も
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
「
再
生
可
能
エ
ネ

と
省
エ
ネ
の
推
進
に
努
め
る
が
、
迅
速
に
原
子
力
を
停
止
す
る
に
は
、

移
行
期
と
し
て
石
炭
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
火
力
設
備
１
０
０
０
万
～

２
０
０
０
万
㎾
分
の
新
設
と
送
電
線
網
の
強
化
が
必
要
」
と
、
現
実

的
な
選
択
を
示
唆
し
た
。
イ
タ
リ
ア
は
、
慢
性
的
な
電
力
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
原
子
力
開
発
を
再
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
断
念
。

代
替
策
と
し
て
、
太
陽
光
を
中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
に
注
力
す

る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
隣
国
か
ら
電
力
を
輸
入

し
、
Ｅ
Ｕ
内
で
も
電
気
料
金
が
高
い
上
に
経
済
問
題
を
抱
え
る
イ
タ

リ
ア
が
、
モ
ン
テ
ィ
大
統
領
の
下
で
今
後
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
展
開
す
る
の
か
注
目
し
た
い
。

　

２　

日
本
の
電
源
選
択
の
課
題

　

30
年
ま
で
に
自
主
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
と
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源

比
率
を
70
％
ま
で
高
め
る
―
と
し
て
原
子
力
推
進
を
強
め
た
日
本
の

10
年
改
訂
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
だ
が
、
福
一
事
故
に
よ
り
根
本
か

ら
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
。
供
給
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、
省

エ
ネ
、
原
子
力
、
水
力
や
地
熱
を
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
、
火
力
な

ど
を
ど
う
す
る
か
、
今
ま
さ
に
多
方
面
か
ら
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
視
点
を
３
つ
ほ
ど
挙
げ
た
い
。

　

１
点
目
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
視
点
で
あ
る
。
日
本

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
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エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
は
選
択
肢
を
多
く
持
つ
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
を
最
大
限
に
導
入
す
る
と
し
て

も
、
残
り
を
火
力
で
賄
う
に
は
化
石
燃
料
の
調
達
リ
ス
ク
や
温
暖
化

な
ど
の
影
響
が
大
き
過
ぎ
る
。
遠
い
将
来
を
ど
う
す
る
か
は
別
に
し

て
も
、
当
面
は
原
子
力
を
選
択
肢
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
原
子
力
を

含
む
多
く
の
選
択
肢
を
有
す
る
こ
と
は
、
１
つ
の
選
択
肢
が
不
能
と

な
っ
た
場
合
で
も
影
響
を
最
小
化
で
き
る
し
、
海
外
か
ら
資
源
を
調

達
す
る
際
の
価
格
交
渉
力
に
つ
な
が
る
。
国
の
安
全
保
障
の
基
盤
と

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
お
ろ
そ
か
に
す
れ
ば
、
国
の
主

権
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

２
点
目
は
省
エ
ネ
で
あ
る
。
省
エ
ネ
は
日
本
が
得
意
と
す
る
分
野

で
、
冷
蔵
庫
や
照
明
な
ど
電
気
機
器
の
省
エ
ネ
や
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た

需
要
サ
イ
ド
の
負
荷
抑
制
な
ど
は
大
い
に
期
待
し
た
い
が
、
一
方
で

は
Ｅ
Ｖ
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
代
表
さ
れ
る
高
効
率
の
電
気
機
器
の
普

及
や
火
力
の
シ
ス
テ
ム
高
効
率
化
な
ど
、
電
化
が
ト
ー
タ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
を
抑
制
し
、
環
境
改
善
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
系
統
電

力
の
活
用
か
ら
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
活
用
へ
移
行
す
る
場

合
は
、
そ
の
移
行
が
真
に
省
エ
ネ
と
な
る
の
か
を
十
分
に
検
討
し
、

系
統
電
力
の
抑
制
が
ト
ー
タ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
環
境
負
荷
の
増

大
と
な
ら
な
い
よ
う
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

３
点
目
が
、
太
陽
光
と
風
力
の
導
入
拡
大
に
際
し
て
の
課
題
で
あ

る
。
電
気
が
欲
し
い
時
に
発
電
し
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
太
陽
光

や
風
力
に
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
蓄
電
池
に
求
め
れ
ば
、
未
だ
高
い
発
電
コ
ス
ト
は

さ
ら
に
高
く
な
る
た
め
、
ま
ず
は
揚
水
や
火
力
な
ど
既
存
の
系
統
電

源
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
求
め
る
こ
と
が
経
済
的
で
あ
り
現
実
的

で
あ
る
。
従
っ
て
、
太
陽
光
と
風
力
の
導
入
可
能
量
を
拡
大
す
る
に
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は
、
火
力
の
機
能
向
上
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

太
陽
光
と
風
力
の
導
入
で
共
に
先
行
す
る
Ｅ
Ｕ
の
電
力
事
情
が
、
そ

の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

今
後
の
日
本
の
電
源
選
択
の
議
論
で
は
、
原
子
力
の
減
少
と
省
エ

ネ
＆
再
生
可
能
エ
ネ
拡
大
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
国
の
安
全
保
障

を
確
実
に
す
る
た
め
に
も
電
源
構
成
を
多
様
化
す
る
と
共
に
、
実
質

的
に
供
給
力
を
支
え
る
柱
と
な
る
火
力
技
術
に
つ
い
て
、
正
し
く
評

価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

３　

ポ
ス
ト
福
島
の
火
力
技
術

　

ポ
ス
ト
福
島
に
お
い
て
供
給
力
の
中
核
と
な
る
火
力
技
術
に
は
、

安
定
供
給
を
支
え
る
こ
と
と
併
せ
て
、
電
源
と
し
て
の
低
炭
素
化
と
、

太
陽
光
や
風
力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
流
れ

は
Ｅ
Ｕ
も
同
じ
で
、
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

電
源
と
し
て
の
低
炭
素
化
に
は
、
低
炭
素
燃
料
へ
の
シ
フ
ト
、
CO2

の
分
離
回
収
貯
留
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
、
発
電
効
率
向
上
の
３
つ
が
あ
る
。

最
も
低
炭
素
な
化
石
燃
料
で
あ
る
天
然
ガ
ス
は
原
子
力
の
減
少
に
伴

い
シ
ェ
ア
増
大
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
観
点
か
ら
輸
入
国
の
分
散
化
が
重
要
と
な
る
。
一
方
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は

技
術
以
外
に
も
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
、
将
来
の
技
術
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
３
点
目
の
発
電
効
率
向
上
は
、
無
資
源
国
で
あ
る
日

本
が
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
分
野
で
、
日
本
は
世
界
的
に
高
い

技
術
水
準
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
注
目
さ
れ
る
最
先
端
の
火
力
技
術

と
し
て
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
と
Ａ
―

Ｕ
Ｓ
Ｃ
（
先
進
超
々
臨
界
圧
発
電
）
の

２
つ
の
火
力
技
術
の
開
発
動
向
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
は
、
近
年
の
天
然
ガ
ス
火
力
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
た
Ｇ

Ｔ
Ｃ
Ｃ
だ
が
、
導
入
が
始
ま
っ
た
980
年
代
は
Ｇ
Ｅ
が
圧
倒
的
に
技
術



第６７８８号平成２４年５月７日（月） 電 力 時 事 通 信 第三種郵便物認可

転載・複製禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 6－

を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
三
菱
重
工
業
を
は
じ
め
、
日
本
の

重
電
メ
ー
カ
ー
や
欧
州
の
シ
ー
メ
ン
ス
な
ど
が
Ｇ
Ｅ
と
競
合
す
る
ま

で
に
技
術
力
を
向
上
さ
せ
、
最
新
鋭
の
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
は
発
電
効
率
60
％

（
Ｌ
Ｈ
Ｖ
）
に
達
す
る
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
は
、
さ
ら

な
る
効
率
向
上
が
期
待
で
き
る
が
、
現
在
の
技
術
開
発
の
取
り
組
み

に
は
各
社
の
特
色
が
出
て
い
る
。

　

三
菱
重
工
は
、
発
電
効
率
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
Ｇ
Ｔ
燃
焼
温
度

の
向
上
技
術
で
一
歩
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
最
新
鋭
機
の
１
５
０
０
℃

級
を
大
き
く
上
回
る
１
７
０
０
℃
級
の
開
発
を
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
下
で
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
個
体
電
解
質
型
燃
料
電
池
（
Ｓ
Ｏ
Ｆ

Ｃ
）
を
加
え
た
ト
リ
プ
ル
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
方
式
（
下
図
２
）

に
よ
り
、
発
電
効
率
70
％

以
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
シ
ー
メ
ン
ス
が

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
温
度
圧

力
条
件
を
向
上
さ
せ
た
１

５
０
０
℃
級
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
に

よ
り
、
シ
ス
テ
ム
効
率

60
％
超
を
達
成
す
る
な
ど

効
率
面
で
存
在
感
を
示
す

一
方
で
、
市
場
経
済
優
先

の
Ｇ
Ｅ
は
１
５
０
０
℃
級

の
開
発
よ
り
も
成
熟
し
た

１
３
０
０
℃
級
の
技
術
で

世
界
市
場
を
押
さ
え
、
１

５
０
０
℃
超
の
開
発
に
は

少
し
距
離
を
置
い
て
い

＜トリプル複合発電＞
＝高温燃料電池（ＳＯＦＣ）とガスタービン・蒸気タービンの組み合わせ

天然ガス

インバータ

ガスタービン

空気 排熱ボイラ

燃焼排ガス

復水器

ＳＯＦＣ ”ミドル”

”トッピング”

蒸気タービン

”ボトミング”

（出所）12thCEEシンポジウム『大規模火力発電の高効率化』（金子祥三）

ｎ＝７０％以上

図２　　トリプルコンバインドサイクル発電（ＬＮＧ）
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る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
60
％
を
超
え
る
高
い
発
電
効
率
の
実
現
は

化
石
燃
料
、
特
に
天
然
ガ
ス
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
大
規
模

系
統
電
源
の
価
値
を
高
め
て
お
り
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
中
核
と
な
る
。

　

一
方
、
Ａ
―

Ｕ
Ｓ
Ｃ
は
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
蒸
気
条
件
を
従
来
の

６
０
０
℃
級
か
ら
７
０
０
℃
級
に
高
め
る
こ
と
で
発
電
効
率
50
％
以

上
を
目
指
す
技
術
。
主
に
石
炭
ボ
イ
ラ
へ
の
適
用
が
考
え
ら
れ
て
お

り
、
７
０
０
℃
の
高
温
に
耐
え
ら
れ
る
材
料
の
開
発
が
課
題
だ
。
か

つ
て
は
先
行
し
て
い
た
欧
州
が
開
発
に
手
間
取
り
、
現
在
で
は
日
本

が
先
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
炭
を
ガ
ス
化
し
て
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
と
す
る

石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
で
も
、
日
本
の
技
術
が
実
用

化
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
両
技
術
を
比
べ
る
と
、
発
電
効
率
は
Ｉ
Ｇ
Ｃ

Ｃ
、
建
設
コ
ス
ト
な
ど
経
済
性
で
は
Ａ
―

Ｕ
Ｓ
Ｃ
が
優
位
だ
。
石
炭

を
輸
入
に
頼
る
日
本
は
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
も
有
望
な
選
択
肢
と
な
る
が
、
ド
イ

ツ
な
ど
の
産
炭
国
で
は
Ａ
―

Ｕ
Ｓ
Ｃ
が
優
位
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

４　

機
動
性
向
上
と
経
年
設
備
の
運
用

　

次
に
注
目
す
べ
き
技
術
が
、
系
統
電
源
と
し
て
の
火
力
の
機
動
性

向
上
で
あ
る
。
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
力
系
統
の
安
定
性

確
保
の
た
め
に
は
、
太
陽
光
や
風
力
の
不
確
実
性
を
補
う
機
能
が
必

要
と
な
る
。
太
陽
光
と
風
力
の
シ
ェ
ア
が
数
％
程
度
な
ら
現
行
火
力

の
機
能
で
十
分
だ
が
、
今
後
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
向
け
て
負
荷
変
化
速

度
、
最
低
負
荷
、
起
動
時
間
―
な
ど
機
動
性
の
向
上
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
事
例
が
09
年
の
ド
イ
ツ
に
あ
る
。

ド
イ
ツ
は
こ
の
年
、
そ
れ
ま
で
吹
い
て
い
た
強
風
が
広
範
囲
で
急
に

止
み
、
そ
の
後
５
週
間
に
わ
た
っ
て
風
が
吹
か
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
こ
の
時
の
急
激
な
出
力
低
下
を
揚
水
発
電
や
火
力
の
出
力
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ア
ッ
プ
で
対
応
し
た
が
容
量
が
足
り
ず
、
停
止
火
力
の
緊
急
起
動
も

間
に
合
わ
ず
隣
国
か
ら
電
力
を
緊
急
輸
入
し
て
対
応
し
た
。
こ
の
経

験
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
の
技
術
者
は
系
統
電
源
の
柔
軟
性
を
重
要
課
題
と
位

置
付
け
、
揚
水
の
増
設
に
加
え
て
火
力
プ
ラ
ン
ト
の
起
動
時
間
短
縮
、

最
低
負
荷
の
低
減
、
負
荷
変
化
速
度
の
向
上
―
な
ど
、
機
動
性
改
善

に
取
り
組
み
始
め
た
。
日
本
は
隣
国
か
ら
電
力
を
輸
入
す
る
術
を
持

た
な
い
だ
け
に
、
今
後
、
太
陽
光
や
風
力
の
導
入
が
本
格
化
す
る
際
、

火
力
の
機
動
性
向
上
が
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
る
。

　

ま
た
、
経
年
設
備
の
運
用
保
守
技
術
も
重
要
で
あ
る
。
需
給
調
整

機
能
を
担
う
火
力
は
、
石
炭
火
力
な
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
安
い

設
備
が
優
先
的
に
稼
働
す
る
た
め
、
稼
働
率
が
極
め
て
低
い
ピ
ー
ク

対
応
に
は
減
価
償
却
の
進
ん
だ
経
年
設
備
が
用
い
ら
れ
る
。
経
年
火

力
を
最
新
鋭
の
高
効
率
火
力
へ
と
積
極
的
に
リ
プ
レ
ー
ス
す
べ
き
―

と
の
声
も
聞
く
が
、
積
極
的
な
設
備
投
資
は
減
価
償
却
を
終
え
て
い

な
い
設
備
の
稼
働
率
を
低
下
さ
せ
、
結
果
的
に
電
力
設
備
の
投
資
環

境
を
劣
化
さ
せ
る
。
今
後
は
、
太
陽
光
や
風
力
の
導
入
拡
大
に
よ
り

需
給
調
整
火
力
の
稼
働
率
は
ま
す
ま
す
低
下
す
る
た
め
、
安
定
供
給

と
安
価
な
電
気
料
金
の
維
持
に
向
け
て
は
、
経
年
火
力
を
確
実
に
保

守
し
、
合
理
的
に
運
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
電
力
自
由
化
な

ど
の
市
場
経
済
主
義
が
進
む
と
、
多
大
な
投
資
と
長
い
回
収
期
間
が

必
要
で
あ
る
電
源
設
備
へ
の
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
低
下
し
、
結

果
と
し
て
経
年
設
備
を
活
用
す
る
地
道
な
技
術
が
重
要
と
な
る
。
昨

夏
、
火
力
の
ト
ラ
ブ
ル
が
話
題
と
な
っ
た
が
、
火
力
の
現
場
で
は
常

に
需
給
状
況
を
見
て
、
週
末
や
場
合
に
よ
っ
て
は
平
日
深
夜
に
修
理

を
実
施
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
ト
ラ
ブ
ル
と
付
き
合
い
な
が
ら
経

年
火
力
を
現
場
技
術
で
活
用
し
て
い
る
。
今
夏
も
同
じ
よ
う
な
場
面

が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
こ
の
現
場
技
術
が
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
て
く
る
。


